
明
治
維
新
直
前
よ
り
日
本
で
燃
え
さ
か
り
だ
し
た
オ
ラ
ン
ダ
医
学
は
、
西
洋
医
学
の
主
流
に
一
時
は
な
る
の
で
は
な
い
か
と
さ
え
思
え
た
の

で
あ
る
が
、
維
新
政
府
の
ド
イ
ツ
医
学
採
用
決
定
に
よ
り
、
水
を
か
け
ら
れ
、
ほ
の
お
は
消
え
て
し
ま
う
。

こ
の
時
期
（
一
八
五
七
’
一
八
九
四
）
に
日
本
で
業
務
を
行
っ
た
オ
ラ
ン
ダ
医
師
は
十
四
名
、
薬
剤
師
は
四
名
の
計
十
八
名
の
多
き
に
の
ぼ

る
。
従
来
こ
れ
ら
の
オ
ラ
ン
ダ
医
た
ち
の
履
歴
、
教
授
内
容
等
に
つ
き
、
知
ら
れ
て
い
る
事
は
少
な
く
、
ま
た
彼
等
の
日
本
に
及
ぼ
し
た
影
響

も
過
少
に
評
価
さ
れ
て
き
た
傾
向
が
あ
る
。

こ
れ
ら
の
オ
ラ
ン
ダ
医
達
の
中
心
に
は
、
一
八
六
二
年
に
来
日
し
、
長
崎
、
大
阪
、
東
京
で
医
学
校
の
教
師
を
つ
と
め
た
ポ
ー
ド
イ
ン
が
い

る
。
こ
れ
ら
の
一
十
八
名
の
中
に
は
、
彼
と
学
閥
、
血
縁
等
で
関
係
が
あ
っ
た
人
物
が
多
く
、
こ
の
ポ
ー
ド
イ
ン
を
中
心
に
明
治
初
期
の
蘭
学
が

導
入
さ
れ
て
来
た
事
が
明
ら
か
と
な
っ
て
き
て
い
る
。

ポ
ー
ド
ィ
ン
は
、
即
四
月
胃
易
己
。
目
凰
２
の
シ
ロ
号
８
吻
腰
且
巨
旨
の
第
五
子
と
し
て
、
一
八
二
○
年
六
月
二
○
日
に
オ
ラ
ン
ダ
の
ド
ル
ド
レ

（
１
）
（
２
）

ヒ
ト
で
生
ま
れ
た
。
一
八
三
九
年
一
月
一
五
日
に
ウ
ト
レ
ヒ
ト
大
学
に
入
学
し
学
ん
だ
。
そ
の
間
、
一
時
的
に
ウ
ト
レ
ヒ
ト
陸
軍
軍
医
学
校
で
も

（
３
）

修
業
し
た
。
一
八
四
五
年
六
月
一
二
日
に
は
グ
ロ
ニ
ン
ゲ
ン
大
学
で
学
位
を
受
け
た
。
一
八
四
三
年
八
月
二
二
日
よ
り
三
等
陸
軍
軍
医
、
一
八

四
七
年
一
○
月
三
○
日
よ
り
は
二
等
陸
軍
軍
医
と
な
っ
た
・
一
八
四
七
年
よ
り
、
一
八
六
二
年
の
間
に
は
ウ
ト
レ
ヒ
ト
陸
軍
軍
医
学
校
教
授
と
な

っ
た
。
こ
の
頃
彼
が
知
り
会
っ
た
医
師
が
、
後
に
維
新
前
後
に
大
勢
日
本
へ
行
く
事
と
な
る
。
こ
こ
に
在
任
中
、
彼
は
ウ
ト
レ
ヒ
ト
大
学
有
力
教

お
雇
い
オ
ラ
ン
ダ
人
医
師
総
論

ボ
ー
ド
ィ
ン
人
脈

距
稚
奉
罐
罎
癖
詫
走
計
が
磑
壼
需
眼
和
五
十
七
年
六
月
五
日
受
付

石
田

純
、

郎
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授
ド
ン
デ
ル
ス
に
も
教
え
を
受
け
、
眼
科
学
、
生
理
学
に
も
精
通
し
て
い
く
。
一
八
五
一
年
に
は
ｚ
煙
盲
目
官
且
命
ぐ
Ｐ
ｐ
号
弓
①
目
。
且
ｇ
冒
ｇ
唖
呂

と
題
し
た
陸
軍
軍
医
学
校
用
生
理
学
テ
キ
ス
ト
を
、
ド
ン
デ
ル
ス
と
共
著
で
出
版
し
て
い
る
。

（
４
）

さ
て
ポ
ー
ド
イ
ン
の
教
授
し
た
ウ
ト
レ
ヒ
ト
陸
軍
軍
医
学
校
に
つ
い
て
少
し
述
べ
る
。
一
八
一
五
年
、
ラ
イ
デ
ン
陸
軍
病
院
に
軍
医
学
校
が
付

設
さ
れ
、
医
学
全
般
、
外
科
、
薬
科
を
軍
医
五
名
と
産
科
医
一
名
が
教
授
し
た
。
一
八
一
七
年
に
は
冒
巨
ぐ
騨
冒
に
も
軍
医
学
校
が
設
立
さ
れ
、

一
八
二
二
年
に
両
校
が
合
併
、
移
転
し
、
ウ
ト
レ
ヒ
ト
州
立
陸
軍
軍
医
学
校
と
な
り
、
一
八
六
五
年
に
こ
れ
が
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
に
移
転
す
る
迄

の
四
四
年
間
軍
医
を
養
成
し
つ
づ
け
た
。
ウ
ト
レ
ヒ
ト
軍
医
学
校
は
一
五
病
棟
五
○
○
ベ
ッ
ド
の
付
属
病
院
を
持
ち
、
有
床
率
は
約
六
○
％
で

あ
っ
た
。
入
学
志
願
者
は
一
六
歳
’
二
○
歳
の
健
康
な
青
年
で
、
入
学
試
験
科
目
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
語
、
ド
イ
ツ
語
、
ラ
テ
ン
語
、
歴
史
、
地

理
、
数
学
、
幾
何
が
あ
っ
た
。
四
年
制
で
ク
リ
’
一
カ
ル
ス
ク
ー
ル
に
比
べ
程
度
は
高
か
っ
た
。
講
義
は
植
物
学
、
化
学
、
解
剖
学
、
生
理
学
、

薬
理
学
、
外
傷
手
当
、
内
科
学
、
外
科
学
で
あ
っ
た
。
教
育
目
標
と
し
て
は
、
実
地
の
出
来
る
医
師
と
い
う
事
で
、
生
徒
は
低
学
年
よ
り
患
者
の

診
察
法
と
治
療
法
を
習
っ
た
。
昇
級
の
た
め
に
は
理
論
の
み
な
ら
ず
、
実
地
の
能
力
も
必
要
と
さ
れ
た
。
ウ
ト
レ
ヒ
ト
大
学
と
の
交
流
が
盛
ん
で

あ
っ
た
時
期
も
あ
る
。
一
八
四
○
年
か
ら
一
八
六
○
年
に
か
け
て
、
教
師
に
手
軽
な
オ
ラ
ン
ダ
語
の
（
従
来
医
学
テ
キ
ス
ト
は
、
ラ
テ
ン
語
又
は
ギ
リ

シ
ャ
語
で
あ
っ
た
。
）
、
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を
書
か
せ
、
こ
の
間
一
八
冊
の
テ
キ
ス
ト
が
出
版
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
本
が
後
に
オ
ラ
ン
ダ
医
達
が
日
本

で
残
し
た
講
義
録
の
底
本
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

ポ
ー
ド
イ
ン
は
、
一
八
四
七
年
よ
り
一
八
六
二
年
迄
こ
う
し
た
中
で
教
育
を
ほ
ど
こ
し
、
そ
し
て
こ
こ
か
ら
後
に
日
本
の
医
学
に
大
き
な
影

響
を
与
え
た
オ
ラ
ン
ダ
医
た
ち
が
育
っ
て
い
く
。
表
一
で
は
彼
等
の
学
歴
を
ま
と
め
た
が
、
在
学
期
間
よ
り
推
定
し
て
、
ブ
ッ
ヶ
マ
、
ホ
ッ
ク
、

ヘ
ー
デ
ン
、
マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
、
ボ
ン
・
へ
、
ロ
イ
ト
ル
、
ス
ロ
イ
ス
は
ポ
ー
ド
イ
ソ
の
教
え
子
と
考
え
ら
れ
る
し
、
エ
ル
メ
レ
ン
ス
、
〈
ラ
タ

（
１
）

マ
、
ボ
ン
。
へ
は
友
人
、
ロ
イ
ト
ル
は
お
い
、
ゲ
ー
ル
ッ
、
レ
ー
ウ
ェ
ン
は
同
じ
学
閥
の
人
間
で
あ
る
。
従
っ
て
、
あ
る
程
度
の
経
歴
が
知
ら
れ

て
い
る
オ
ラ
ン
ダ
医
師
十
二
名
の
中
で
は
、
ポ
ー
ド
イ
ン
と
来
日
前
に
関
係
が
な
か
っ
た
者
は
い
な
い
。

ま
た
十
四
名
の
医
師
の
修
業
学
校
の
分
析
を
行
っ
て
み
る
。
出
身
軍
医
学
校
の
傾
向
で
あ
る
が
、
ウ
ト
レ
ヒ
ト
陸
軍
軍
医
学
校
卒
七
名
（
五
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表lつづき（3）

ポードイン'との関係 註職種

医
医

本人

教え子，ボードインのめいの同僚

ツワーテルと結婚＊

，

ポードインに勧められ来日

？

父は有名な裁判官＊

薬

医

薬・化

現地資料未発見

父はグ大の有名教授

兄弟はノーベル医学賞学者＊

医 教え子

薬 同じ学閥

ウ軍での同僚，ボードインに勧め

られ来日

教え子

医・理

医 非軍医（医師ではこの人の承）

？

教え子

同じ学閥

現地資料未発見医
医
医

医
医
薬

子鮨え教
？
？

現地資料未発見，兄弟に脚気の成

書あり

教え子医

医 おい，教え子

教え子
o

医
薬 現地資料未発見

＊：新知見又は従来の誤りを正した部所（全て（3）による）
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表1つづき（2）

出身学校

軍医学校|大学｜学位

教師とし
て働いた
学校

勤務地在日期間

長崎，大阪，東京

大阪，東京，横浜，長崎

ウ軍A

ウ軍

＊

＊

大
大
グ
グ

ウ軍

？

０
７
７
８
８
８
１
１
ヘ
ヘ
２
０
６
７
８
８
１
１

大
大
ウ
グ＊

（司薬場）（内務省）

大阪

（衛生局）東京

？
由

‘〕
1

年

グ 大＊

７
５

？
、
師
銘
１
１

－
－
－

？
．
？

？
、

グ 大

ワ

４
０
６

７
７
７

８
８
８

１
１
１

＊
＊
大
大
グ
ラ＊

＊
大
大
大

ア
ウ
ウ

ー？
．
？ 新潟，長崎

長崎（司薬場）（内務省）

ウ大＊ 1877～1883？

ウ軍○ ウ大＊ 1869～1883ワ

長崎，大阪ウ軍
＊

ウ軍 グ大＊{ウ大(PhD)
｛ウ大(MD)

＊ 1866～1870

（ウ大＊ ＊

(横浜）新潟，東京？ ゥ大 ワ 1874～1894ウ大

金沢，新潟

（横浜）

長崎

＊

０
９
９

８
７
７

８
８
８

１
１
１

ヘ
ヘ
ヘ

？

ウ軍

‘7

？
．
？

O
U

◆

？
｡

グ 大＊

？
．
？
．
？

５
６
０

７
６
７

８
８
８

１
１
１

＊

グ大＊

長崎熊本，京都，大阪

（横浜）

（司薬場）

1866～1879

1866頃

1876～1878

？

？

ミクB

ウ大

ワ

＊大

、
〆
ｒ
●
、
〆
‐
早

鈩
◆
〆
Ｑ

グ

？
．
？

大
大
グ
ウー

＊＊
ア大＊

（ ＊
グ大＊

長崎ウ軍 ？ 1857～1862

岡山＊ 1870～1872ウ軍 ワ

金沢

（大阪）

４
５
７
７
８
８
１
１
ヘ
ヘ
ー
４
７
７
８
８
１
１

ウ軍

？

＊
ラ大＊ ラ大＊

⑨

？
．
？？

〔職種〕〔勤務地〕：（）内は医育機関以外での勤務

医：医師薬：薬剤師

〔註〕化：化学者理：理学者

A:一時的在籍

B:クリニカルスクールは軍医学校とは異なった医育機関であるが，便宣上軍医学

校らんに記入した。

（35）331



表1（1）1857以後来日したオランダ人医師（薬剤師を含む）

ベノ
イコ

ユ
別 生 年～没年〃ル不．普為
→ '

BAUDUIN,AntoniusFranciscus

BEUKEMA,TJaicoWiebenga*

ボードイン

ブッケマ ＊

７
５２
甲
。

６
６
５
５
８
２
８
９
１
１
一
一

＊
＊
０
８
２
１
６
６
０
８
２
３
８
８
１
１

ドバルス

エルメレンス

DWARS，B､』．？～‘〉

ERMERINS,ChristianJacob*|1841．6.21～1880.1.11*

EIJKMAN,JohanFrederik

FOCK,CornelisHendricus

Mattheus*

GEERTS,AntoniusJohan,1es

Cornelis＊

GRATAMA,KoenraadWolte'

エイクマン

ホック

５
３
１
８
９
８
１
１
ノ
グ
ヘ
ヘ
９
１
１
２
１
９
１
５
５
４
８
８
１
１

＊

１
４
７
２

ゲールッ 1843.3.20～1883．8．30

ﾉ、ラタマ 1831.4.25～1888．1．19

一宇

マヘ、－ナン HEYDEN,WilhelmusHubertus

vander＊

HOLTERMAN,Atrian

JONG,CornelisGeradusde*

LEEUWENVANDUIVENBODE,

WillemKarelMaurits*

MANSVELT,ConstantGeorgevan

MEIER,A.か？

PLUGGE,PieterCornelis

？～1894

ホルテルーマン

ヨング

レーウェン

一
一
一３１

？
．
？
．
４７３８１

？

？

1882.12.2

マンスフテルト

メーエノレ

プラ､ｿハ

ジ
ダ
ゾ

ヘ
ヘ
ヘ＊

８
２
２
１

２
？
、
４

２
７
３
４
８
８
１
１

1912．10．17

ワ

1897＊

POMPEVANMEERDERVOORT,1829.5.5～1908．10．7

JhrJohanLydiusCatherinus

RUUTER,FranciscusJohannesl841.6.6～1886.2．13

Antoniusde

SLUYS,PieterJacobAdriaan*|1833.8.15～1913.2.17*

？～？

ポンペ

ロイトル

スロイス

ドロウルス

軍
大
大
大
大
ク

ウ
ウ
グ
ア
ラ
ミ

ー号略ｆ :ウトレヒト陸軍軍医学校

：ウトレヒト大学

:ク・ローン'ゲン大学

:アムステルダム大学

：ライデン大学

：ミッテルプルグクリニカルスクール
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Ａ
・
Ｆ
・
ポ
ー
ド
イ
ン
の
弟
に
、
ど
胃
尾
冒
吻
吉
富
ロ
ロ
①
ぃ
厨
且
自
首
と
い
う
人
が
い
る
・
彼
は
少
な
く
と
も
一
八
六
二
年
以
前
に
長
崎
へ
来
日

（
６
）

し
、
オ
ラ
ン
ダ
領
事
と
し
て
働
い
て
い
た
・
一
八
六
三
’
六
八
年
に
は
オ
ラ
ン
ダ
貿
易
会
社
の
代
理
人
も
兼
任
し
て
い
る
。
彼
が
ボ
ン
。
へ
の
後
任

と
し
て
、
兄
Ａ
・
Ｆ
・
ポ
ー
ド
イ
ン
を
推
選
し
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
オ
ラ
ン
ダ
医
学
導
入
の
本
当
の
仕
掛
人
は
、
Ａ
・
Ｊ
・
ポ
ー
ド
イ
ン
と

い
う
事
に
な
る
。
Ａ
・
Ｆ
・
ポ
ー
ド
イ
ン
は
一
八
六
二
年
よ
り
一
八
六
六
年
迄
長
崎
養
生
所
、
後
改
め
精
得
館
の
教
師
を
勤
め
た
。
こ
の
間
ハ

ラ
タ
マ
を
一
八
六
六
に
母
校
よ
り
呼
ん
で
い
る
。
一
八
六
六
年
、
七
月
よ
り
し
ば
ら
く
の
間
、
出
島
三
番
地
に
Ａ
・
Ｊ
・
ボ
ー
ド
イ
ン
、
Ａ
・

（
６
）

Ｆ
・
ポ
ー
ド
イ
ン
、
マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
が
同
居
し
、
八
番
地
に
は
ハ
ラ
タ
マ
も
住
ん
で
い
た
。

一
八
六
九
年
よ
り
ボ
ー
ド
イ
ン
は
大
坂
医
学
校
に
勤
務
、
こ
の
時
に
は
弟
、
Ａ
・
Ｊ
・
ポ
ー
ド
イ
ン
、
も
う
一
人
の
弟
、
ロ
。
日
目
呂
咳
卑
営
ｏ
胃
扁

（
７
）

ン
員
○
国
旨
“
爵
且
屋
冒
と
共
に
大
坂
の
大
福
寺
で
写
真
を
と
っ
て
い
る
。
Ｄ
・
Ｆ
．
Ａ
・
ポ
ー
ド
イ
ン
は
、
後
に
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
の
銀
行
総
裁
に

な
っ
た
人
で
、
一
八
六
九
’
七
一
年
の
二
年
間
に
わ
た
り
、
ジ
ャ
ワ
、
中
国
、
日
本
、
ア
メ
リ
カ
を
旅
行
し
て
い
る
。
一
八
七
○
年
三
月
に

は
Ａ
ｏ
Ｆ
・
ポ
ー
ド
イ
ン
は
岡
山
藩
医
学
館
教
師
で
お
い
に
あ
た
る
ロ
イ
ト
ル
と
同
居
し
て
い
た
。

○
％
）
、
在
籍
の
有
無
不
明
七
名
（
五
○
％
）
で
、
少
な
く
と
も
半
数
の
者
が
ウ
ト
レ
ヒ
ト
軍
医
学
校
に
在
籍
し
た
事
が
あ
っ
た
。
一
方
大
学
で

は
、
ウ
ト
レ
ヒ
ト
大
五
名
（
三
五
・
七
％
）
、
グ
ロ
’
一
ソ
ゲ
ン
大
四
名
（
二
八
・
六
％
）
、
ラ
イ
デ
ン
大
一
名
（
七
・
一
％
）
、
不
明
三
名
（
三
・
四

％
）
、
在
籍
な
し
二
名
（
一
四
・
三
％
）
で
あ
る
。
学
位
取
得
校
で
は
、
ウ
ト
レ
ヒ
ト
大
学
三
名
（
一
二
・
四
％
）
グ
ロ
’
一
ン
ゲ
ン
大
学
四
名
（
二

八
・
六
％
）
、
ラ
イ
デ
ン
大
学
一
名
（
七
・
一
％
）
、
不
明
四
名
（
二
八
・
六
％
）
、
取
得
せ
ず
二
名
（
一
四
・
三
％
）
で
、
ウ
ト
レ
ヒ
ト
大
学
、
グ
ロ

ニ
ソ
ゲ
ン
大
学
閥
の
者
が
ラ
イ
デ
ン
大
学
閥
の
者
に
比
べ
多
い
。
こ
れ
ら
に
は
ポ
ー
ド
イ
ン
の
学
歴
の
影
響
も
、
も
ち
ろ
ん
あ
る
と
思
う
。

出
身
学
校
は
、
陸
軍
軍
医
学
校
だ
け
の
者
、
大
学
だ
け
の
者
、
両
方
の
出
身
者
と
色
々
で
、
陸
軍
軍
医
学
校
、
大
学
、
ク
リ
’
一
カ
ル
ス
ク
ー

ル
の
各
禽
が
ど
の
様
に
組
合
わ
さ
っ
て
機
能
し
て
い
た
の
か
、
当
時
の
様
子
が
私
共
日
本
人
に
は
充
分
理
解
出
来
な
い
。
ラ
イ
デ
ン
大
学
医
史

学
ポ
イ
ヶ
ル
準
教
授
に
当
時
の
医
育
機
関
を
概
説
す
る
小
論
文
を
お
願
い
し
た
の
で
、
こ
の
点
に
関
し
て
は
近
日
中
に
明
ら
か
に
な
る
も
の
と

期
待
す
る
。
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さ
て
医
学
界
及
び
ポ
ー
ド
イ
ン
の
弟
以
外
に
は
、
ポ
ー
ド
イ
ン
人
脈
の
人
間
が
少
な
く
と
も
二
名
は
い
る
。
（
表
三
二
人
共
未
婚
婦
人
で
、

（
７
）

Ｉ
．
Ｃ
・
ツ
ワ
ー
テ
ル
、
及
び
Ｊ
・
Ｈ
・
Ａ
・
鉦
ロ
イ
ト
ル
の
二
名
。
一
八
七
二
年
に
ジ
ャ
ワ
の
セ
マ
ラ
ン
よ
り
来
日
。
同
六
月
よ
り
七
四
年

、
、

九
月
（
ツ
ワ
ー
テ
ル
）
、
十
一
月
（
ロ
ィ
ト
と
迄
、
開
拓
使
仮
学
校
で
英
語
教
師
と
し
て
働
い
た
。
当
時
の
オ
ラ
ン
ダ
領
事
Ａ
・
Ｊ
・
ポ
ー
ド
イ

（
９
）

ソ
の
勧
め
で
あ
る
と
い
う
。
開
拓
使
と
女
教
師
と
の
間
に
何
か
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
る
た
び
に
、
Ａ
・
Ｊ
・
ポ
ー
ド
イ
ン
は
女
教
師
側
の
利
益
の
代

弁
者
と
し
て
働
き
、
Ａ
・
Ｊ
・
ポ
ー
ド
イ
ン
の
黒
田
開
拓
長
官
あ
て
の
書
簡
の
中
で
、
Ｊ
・
士
ロ
イ
ト
ル
の
事
を
同
居
し
て
い
る
わ
け
で
も

（
Ⅲ
）

な
い
の
に
、
「
私
の
家
族
の
一
員
」
と
表
現
し
て
い
る
。
災
は
、
彼
女
は
、
岡
山
藤
医
学
館
教
師
、
Ｆ
・
Ｊ
．
Ａ
・
ホ
ロ
イ
ト
ル
の
す
ぐ
下

鹸
罫

髄
Ｉ
元
へ
く

一
八
七
○
年
六
月
、
ポ
ー
ド
イ
ン
は
任
期
満
了
し
て
後
任
の
エ
ル
メ
レ
ン
ス
と
交
替
し
た
。
エ
ル
メ
レ
ン
ス
は
、
ポ
ー
ド
イ
ソ
の
勧
め
で

来
日
し
た
と
い
う
。
一
八
七
二
年
当
時
エ
ル
メ
レ
ン
ス
は
、
ブ
ッ
ヶ
マ
、
岡
山
藩
を
辞
し
て
き
た
ロ
イ
ト
ル
と
大
阪
市
内
で
近
接
し
て
住
ん
で

へ
○
Ｏ
）

〆
Ｌ

、
声
－
０

↓
、
〆
、

髄
Ｉ
詞
へ
く

ロ
ヘ
デ
や

漣
ｑ
Ｉ
叩
や

｜
則
や
判
１
歩

言
〕
シ
〔
日
ご
胃
昌
ど
胃
凰
易
］
○
｝
］
胃
旨
の
唾

”
□
ご
弓
園
Ｆ
］
豊
ロ
島
国
騨
国
①
員
．
冨
日

少
昌
、
堅
昼
目
①
Ｑ
①
升

国
シ
ロ
ロ
ご
胃
ｚ
・
ロ
○
日
旨
甘
扁

蜀
国
自
ｇ
闇
屋
シ
己
８
昌
易

弓
○
国
夛
夢
弓
国
両
）
鼻
Ｑ
〕
．

州
圃
聞
蜀
眞
享
ｓ
粥
Ｉ
冠
へ
、
謡
頚
雌

Ｈ
四
一
四
。
、
。
国
司
升
、
ノ
ー
○

黒
、
い
『
．
『
・
坤
↑
１
く
』
＠
つ
Ｐ
澤
画
．
胃
④

肝
横
‐
く
簿
補

昌
、
い
④
。
②
。
四
《
１
●
ｌ
胃
、
い
つ
．
『
。
い
、

ロ
ー
〃
、
ロ

簿
雅
箙
詞

瓠
汁
》
巽
蔀
昇
属
砂
）
計
、
斗
刈
、

迩
蒟
慨
（
珈
一
毎
》
彗
刊
》
慈
筑
）

届
＄
，
く
扁
己
巡
斗
、
国
丑
画
）

ｍ
丹
ゞ
別
ｘ
》
蕃
蒔
爵
載

扇
忌
め
Ｉ
昂
忍
＆
謡
誼
寓
商
惟

鳶
料
訓
鉾
雪

岳
圏
＆
Ｉ
勗
忌
・
巨
謡
討
宮
育
枇

対
瀞
訓
蝉
当

ダ

打評＞津＞
へ露・露・
テ‐閨

や弗弗憩弗
S11､』．I
芽元元唱え
雑へへ、討・へ

くK4、〈
SeX+S
砂蓉＞蓉
了33

rAd

誰

説
Ｉ
下
へ
、
卜
ｓ
謡
頚

部
〕
記
Ｉ
で
へ
尺
蒔
誼
〈

鵲
当
吉
江
（
唖
）
両
貯
が
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表3医学専門学校よ

り医科大学に昇

格した年次

り
、
オ
ラ
ン
ダ
医
学
を
日
本
へ
植
え
つ
け
よ
う
と
し
た
彼
の
意

図
が
感
じ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
日
本
政
府
は
一
八
六
九
年
、
オ
ラ
ン
ダ
医
学
か
ら
ド
イ
ツ
医
学
へ
の
転
換
の
方
針
を
示
し
、
そ
の
後
の

ド
イ
ツ
医
学
の
普
及
は
、
歴
史
の
示
す
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ポ
ー
ド
イ
ン
の
意
図
は
全
く
無
駄
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
？
い
や
そ
う
で
は
な
い
。
表
三
に
示
し
た
が
、
明
治
初
期
に
オ
ラ
ン
ダ
医
達
が

教
授
し
た
医
学
校
は
地
方
で
は
屈
指
の
医
育
機
関
と
な
り
、
大
正
時
代
に
は
医
科
大
学
と
な
っ
て
い
く
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
オ
ラ
ン
ダ
医

を
雇
う
事
の
出
来
た
地
方
は
、
医
育
機
関
へ
充
分
の
投
資
が
出
来
続
け
た
事
、
明
治
二
○
年
の
勅
令
に
よ
り
多
く
の
公
立
医
学
校
が
整
理
さ
れ

た
際
、
オ
ラ
ン
ダ
医
の
来
た
実
績
の
あ
る
学
校
が
意
識
的
に
残
さ
れ
た
と
い
う
事
が
考
え
ら
れ
る
。

実
は
最
初
は
こ
の
原
稿
は
日
本
だ
け
の
資
料
で
書
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
英
訳
し
、
友
人
の
ラ
ィ
デ
ン
大
学
ポ
ィ
ヶ
ル
準
教
授
に
見
て
も

ら
っ
た
所
、
親
切
に
も
氏
は
不
明
の
個
所
、
誤
っ
た
個
所
を
精
力
的
に
現
地
の
資
料
と
照
合
し
て
く
れ
た
。
五
月
下
旬
、
小
生
も
オ
ラ
ソ
ダ
ヘ

お
も
む
き
、
そ
れ
を
手
伝
い
、
討
論
を
行
っ
た
。
そ
の
成
果
が
表
一
、
表
二
で
あ
り
、
こ
れ
だ
け
で
す
で
に
五
十
ヶ
所
を
こ
す
新
知
見
が
含
ま

れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
急
拠
全
面
改
稿
を
行
な
わ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
編
集
部
に
迷
惑
を
か
け
る
事
に
な
っ
た
。
今
後
も
調
査
が
充
分
進
ん

だ
オ
ラ
ン
ダ
医
か
ら
、
詳
し
く
各
論
を
、
ボ
イ
ヶ
ル
氏
及
び
小
生
の
共
著
、
あ
る
い
は
単
独
で
断
続
的
に
発
表
し
て
行
く
予
定
で
あ
る
。
な

お
、
今
回
は
新
知
見
の
出
典
の
明
示
が
間
に
合
わ
な
か
っ
た
が
、
各
論
で
は
き
っ
ち
り
し
て
い
く
つ
も
り
で
あ
る
。
今
回
の
論
文
に
対
し
多
大

東京＊

京都

九州

東北

大阪＊

名古屋

慶応

京都府立＊

北海道

岡山＊

新潟＊

熊本＊

千葉

金沢＊

長崎＊

７
９
３
５
９
０
０
１
１
２
２
２
３
３
３

７
９
０
１
１
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

８
８
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

＊その前身でオランダ

医が教授した大学

（
３
）

の
妹
で
あ
り
、
ポ
ー
ド
イ
ン
の
め
い
で
あ
っ
た
。
ま
た
ツ
ワ
ー

テ
ル
は
、
一
八
七
四
年
に
開
拓
使
仮
学
校
に
勤
務
し
て
い
た
当

（
７
）

時
、
先
に
述
べ
た
オ
ラ
ン
ダ
医
プ
ッ
ヶ
マ
と
結
婚
し
て
い
る
。

以
上
、
維
新
前
後
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
医
た
ち
の
学
閥
、
血

縁
、
人
間
関
係
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
が
、
こ
れ
程
多
く
の
ポ

ー
ド
イ
ン
人
脈
が
こ
の
時
期
に
来
日
し
て
来
た
と
い
う
事
ょ
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な
協
力
を
い
た
だ
い
た
ポ
イ
ヶ
ル
氏
に
深
謝
す
る
。

へへへ

1098
ゼレー

（
５
）

（
６
）

（
７
）

「
１
人
）

／
、

ヘ
ワ
全
〕

／
、

へ
の
。
〉

／
、

（
４
）

意
思
冒
己
ｐ
ご
国
①
国
江
口
胃
ｇ
ｏ
ｑ
脚
且
餌
。
掲
匡
胃
二
八
’
二
九
、
一
八
七
二

札
幌
市
、
お
雇
い
外
国
人
。
一
三
六
、
一
八
九
、
三
○
六
、
一
九
八
一
、
北
海
道
新
聞
社
。

北
海
道
大
学
北
方
資
料
室
、
秋
月
俊
幸
氏
よ
り
の
私
信
一
九
八
二
、
二
、
二
五
。

山
脇
悌
二
郎
、
長
崎
の
オ
ラ
ン
ダ
商
館
一
九
五
、
一
九
八
○
、
中
央
公
論
社
。

外
国
人
並
支
那
人
名
前
取
調
帳
慶
応
二
年
、
長
崎
県
立
図
書
館
蔵
。

民
弔
．
匿
の
富
岳
：
騨
息
四
目
》
ぐ
。
』
庸
鳥
ロ
ロ
農
呂
の
“
匡
且
①
隅
呂
ご
営
農
。
胃
堕
号
日
島
命
国
①
房
匡
目
の
号
萄
ｏ
耳
］
の
“
ｇ
ご
且
苛
肩
口
①
周
五
五
八
、

ラ
イ
デ

国
四
吋
目

八
一
・

文
献
石
田
純
郎
岡
山
藩
医
学
館
教
師
ロ
イ
ト
ル
に
つ
い
て
、
日
本
医
史
学
雑
誌
二
六
、
二
七
四
、
一
九
八
○
・

石
田
純
郎
Ａ
・
Ｆ
・
ポ
ー
ド
イ
ン
の
生
年
月
日
に
つ
い
て
の
考
察
。
日
本
医
史
学
雑
誌
、
二
八
、
三
九
一
、
一
九
八
二

ラ
ィ
デ
ン
大
学
医
史
学
教
室
Ｈ
・
ボ
イ
ヶ
ル
氏
発
見
の
新
資
料
に
よ
る
。
一
九
八
二
、
五
。

国
閏
目
印
烏
旬
風
．
員
①
島
、
旦
昆
屋
。
豊
。
ロ
旨
昌
の
ｚ
の
昏
旦
。
且
ぃ
旨
呂
の
岳
岳
・
８
日
暑
》
第
六
回
国
際
医
史
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

一
九
一
七
．

三
菱
水
島
病
院
小
児
科

富
士
、
一
九
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TheDutchDoctorswhoworkedinJapanaroundtheMeiji

Restoration(1857～1894)

Introduction:theBauduinclan

by

Sumiolshida

ProfDr.AntoniusFranciscusBauduin(1820～1885),aprofbssoratNagasakiMedicalCollege,

OsakaMedicalCollegeandDaigakutokofi､oml862tol870,graduatedfiFomUtrechtUniversityinl843

andtaughtasapl､ofbssorattheTrainingCollegefbrArmySurgeonsinUtrechtfi･oml847tol862.

After1857,18Dutchdoctors(including5pharmacologists)cametoJapan.ThepersonalhistorieSof

12doctorsarewell-known.TheywereeitherstudentsoracqaintancesorrelationsofprofBauduin.

ThepurposeibrwhichheinvitedthemtoJapanmightbetoencourageDutchmedicineinJapan.

ButtheJapanesegovernmentdecidedtoo伍ciallyadoptGermanmedicineinl869.Dr.Bauduinleft

Japaninl870.ButthemedicalschoolsillwhichtheseDutchdoctorshadtaughtdcvelopcdtothefirst

classmedicalcollegesuntill920.

（
胃
寸
）

ト
的
、


